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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・高橋　キクヱ様～東病棟Aユニット8号室に医療保護入院となる。

【退院】
・井畑　芳則様～自宅退院となっている。

【転入】
・富田　義明様～西病棟Bユニット21号室→東病棟合併症室

【転出】
・柏崎　進也様～東病棟Dユニット17号室→西病棟Aユニット48号室
・久保田　幸悦様～東病棟Aユニット8号室→西病棟Bユニット21号室
・成田　富士子様～東病棟Dユニット19号室→北病棟307号室


【ユニット移動】
・宮　誠肯様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・赤松　翔太様～主治医に昼食前血糖値が66mg/dlであり昼食後は138mg/dlであったことを報告している。昼食前薬は通常通りに服用するように指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察中他室侵入、私物弄りあり早めに開放観察終了としている。自室内では静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。									
＜柞木田Dr診察
・磯島　沙耶香様～主治医から診察あり。翌日からリスパダール1.5mg→1.0mgに減量となる。

他の患者様に指示変更・処方なし。

＜入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]　日　　時：令和6年6月4日　　13：40
　氏　　名：高橋　キクヱ（たかはし　きくゑ）様
　生年月日：昭和3年10月9日(95歳)
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　数年前より物忘れあり。デイサービス利用していたがR6年初旬より拒否あり
　通所していない。現在、先程聞いた話の内容が分からない程度に短期記憶が低下
　し、難聴であるが耳内で何かが鳴っている感覚や誰かが呼んでいる気がすること
　があり、音楽が聞こえることもあるという。気持ちが昂ると外に出てしまうこと
　もあり、大声で叫んでいるところを警察介入されることもあった。頻度は週3回
　程であるが連日のこともある。あんしんカード登録済。拒否強く、声掛けにも反
　抗的であるため、日中一緒に過ごしている長女夫は苛々感が募り疲弊している。
　現在長女夫婦、孫との4人暮らしであるが、長女夫は大脳皮質基底核変性症疑い
　で療養中。
　　南山苑へ入所申込を行ったが未治療であることから先に精神科受診し鑑別診断
　及び薬剤調整を勧められ、入院治療の希望あり。鑑別診断・専門治療・環境調整
　の目的にて、入院予定となっていた。
　　上記経過により東病棟Aユニットに医療保護入院となる。

